
１．トラクターの条件によっては、エンジンを止めると自然に油圧が
下がる場合があり、注意が必要です。

２．トラクターが勝手に動くこともあるため、輪留めを用いましょう。

追加のヒント
さらに！

以下の対策を施してから、点検、調整を行います。

１．作業機を上げます。

２．昇降部の油圧ロックを掛けます。

３．駐車ブレーキを掛けます。

４．エンジンをOFFにします。

５．作業機が落ちないよう、ブロック等を下に入れて支えにします。

対策ポイント
そこで…

３．ロータリーの調子を見ていたとき、トラクタがひとりでにバック

してきて下敷きになり、両足と肋骨を負傷した。

２．トラクターのロータリーを調整しよう
とした際、誤ってロータリーを下げて
しまい、ケガをした。

１．トラクターからロータリーを外す際､ロータリーの爪が足の指に

落ちてケガをした。

ヒヤリ、事故

トラクター作業中に作業機から異音がすると、あわ
てて機械の中や下をのぞき込みたくなります。
これは非常に危険です。
安全な状態にして、点検調整を行いましょう。

なぜ？

●乗用トラクターの
作業機の下は危険


